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隻

二

さ
れ
て
い
る
節
分
M
v
a
句
句
ま

駈

す
・

1

正

面

が

欧

島

飲

し

に

2

1

ご

ま

す

が

こ

れ

は

当

初

P

そ
の
同
・
に
嗣
胞
が
緩
慢
し

・
F

て
』

E
Eの
会
ご
"
で

J

す
・
固
侮
は
綱
大
門
の
内
側

園町

6
あ
っ
文
中
門
に
つ
な
が

a
F

り

Z

E

e

聞

勺

ご

t

-

E

吹

き

敏

し

鶴

分

の

人

2

5

Z

B

を
わ
ず
請
に
・
く
し
て
位
の
中

央
衝
を
太
〈
す
る
酌
府
民
句
の
よ
う

ー
し
て
い
ま
す
が
】
れ
ほ
江
声

時
代
。
改
変
さ
れ
た
も
の
で
す
・

き
ら
に
柱
に
と
り
つ
、
で
L
る

-
J
L
 

繍

H
向
の
怒
帥
例
乙
Z
E
R
締
L
C

い
L

ま

す
が
今
の
も
の
ほ
後
倉
時
代
に

修
a
n
き
れ
た
も
の
で
由
旬
は
も

う
少
し
・
い
長
"
で
し
た
・
角
材

a

a
v
 

を
厳
に
な
ら
ぺ
e
人
遺
子
愈
も
鎌
倉

Z

時
の

も

の

?

3

2

下

で
約
五
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
も
大

島
な
愈
で
し
た
・
ま
た
虚
観
隠
江

戸
時
代
の
五
代
将
軍
思
徳
川
繍
b
g
の

母
敏
昌
院
の
健
助
に
よ
均
値
博
理
さ

れ
た
も
の
で
句
初
は
幽
慢
の
位
置

が
今
よ
句
ら
二
五
メ
l
i
p
e
ル
も

依
か
っ
た
の
で
す
・

鴎
立
当
初
の
金
盆
は
商
慣
に

.‘
 

圃幽廊.“がv
つ
い
て
嗣
藍
の
耐
ψザ
dt市ιを電袖訓明

〈主愈
2盤T各2せ1るtと
i
l
-
b

zに
2

2

f

T

K

下

6
大
き
い
達
子
患
と
?
緩
必

聞
の
舗
聴
を
崎
直
司
し
つ
つ
も
量
制
限

は
値
慢
が
依
〈
笹
や
か
J

・
見
え
る
ど

、
う
今
の
金
盆
よ
町
も
一
帽
の

力
強
き
と
慣
種
与
を
雀
白
そ
れ
匂
え

iで

L
t

多
〈
め
改
変
を
n
k
な
が
ら
も
こ

の

金

F

E

E

T

2

い

だ

守
町
酋
駆
け
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま

す
・
ぞ
れ
隠
居
恨
の
織
の
靖

e・

，
 

る
島
尾
で
」
れ
は
預
金
崎
ら
せ

る
島
県
を
か
，
へ
と
つ
だ
色
も
I

脂
釘
れ

火
伏
せ
の
必
思
疎
を
も
つ
も
の
と
さ

れ
て
lv
ま
す
・
陶
d
n
9

て
右
欄

〔

E

J

E

時
代
の
も
の
で
す

が

存

司

(
E・
v

の
も
の
一
そ

が
先
の
『
天
平
の
隻
』
?
布
包
会

当
旬
の
患
で
す
・

(祭
良
市
文
化
財
提
) • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 

-

今
年
五
月
か
ら
格
闘
を
飴
め
た

• 
-

ク
ラ
ン
プ
ク
竿
タ
ー
の
守
l
ク
ル

日

で
す
・
副
破
作
d
p
J

パ

l
u男
径
が

日

四

人

広

性

M
V
七
人
の
十

一
人
・

-

E

t

z

r

E

で

草

7

H

を
温
じ
て
混
贈
を
探
め
て
い
a
す
-

H

縛
胃
U

先
生
以
V

個
人
の
レ
ベ

・

ル
に
あ
わ
ぜ
て
わ
品
切
り
の
す
〈
指

• 
-
aし
て
〈
れ
る
の
で
初
む
有
も

日
簡
槻
に
と
け
る
め
ま
す

-

毎
月
第

一

=
木
健
日
午
後
ア

• 
-
岨
句
字
か
ら
八
時
掌
ま
で
ゆ
失
公
民

日
障
で
集
ま
っ
て
い
ま
す
の
で
興
味

・

の
あ
る
人
ほ
気
韓
に
の
守
、
て
〈

• 
-
だ
さ
い

口
遭
鎗
先

粍
野

・

1
・

角
ω

• • • • • • • • • • • • • 
・
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-奈良にすむ野. 東西南北

説
ャ

ι日
以
ソ
汁
げ
山
J

野
鳥

t
i
-

-

こ
ろ

i
E
1
2で
く
る

の
で
」
の
名
が
あ
る
・
大
本
の
あ

る
神
社
の
畿
な
ど
の
術
溺
?
子
ど

も
を
育
て
る
・
タ
万
簿
暗
〈
会

る

こ

ろ

ホ

ー
ホ
I
LC
二
声
ず
つ

鳴
く
戸
M
F
聞
こ
え
て
〈
れ
ぽ
ζ

の

烏
で
あ
る
・

子
ど
も
が
蜘
か
ら
か
え
る
k
a

は
エ
妙
蓮
ぴ
に
忙
し
く
な
る
シ

z
リ
リ
リ
l
ン
ユ
リ
リ
リ
ー
と
何

か
の
虫
め
よ
う
に
開
ニ
え
る
声
を

出
し
て
エ
伶
金
値
依
す
る
ヒ
ナ
た

ち

0
・
盛
期
。
は
観
は
鍛
分
必
鼻
、

に
品
作
崎
温
ば
ね
ば
e
'
句
会
い
・

ヱ
守
は
-mhγ

甲
山
嵐
な
ど
が
多
い
・

」
れ
ら
を
鍋
ら
え
る
た
め
』

E

固
を
交
え
舎
が
ら
商
迭
で
飛
ぴ

縄
値
"
を
足
で
af-ヤツ
4
7
す
る
よ
う

す
ほ
実
に
見
嚇
な
も
の
で
あ
る
・

フ
ク
ロ
。

.m
は
羽
に
羽
音
を
摘

す
し
〈
み
が
備
わ

勺
で
お
断
り
符

り
に
役
立
っ
て
lv
る

舗

ら
え
ら
九
た
得
物
は
燥
の

F
E
t
i
-

-
唱
す
る
・
・
職
金
ら
羽
叩

奥
は
頭
。
足
幽
閉
山
ね
ju

ど
の
か
え
i

も
節
分
を
取
り

去
る
の
で
あ
る
・
そ
し
て

柔

ら

か

い

必

l-し
い
と

z
t
E
Eミ

-
薗
に
こ
の
よ
う
脅
蛾

や
甲
虫
の
夷
骸
が
散
e
a
L

て
も
た
ら
そ
の
近
〈
に

ア
オ
パ
ズ
ク
カ
L
る
可
能
性
が
め

る
@
HZ
剛
u
b
A
の
健
J
?
と
ま
旬

じ
っ
と
し
て
い
る
の
で

E
そ

し
て
偲
ぜ
ぱ
削
見
つ
か
る
か
も
し
九

&
い
・
日
金
事
分
閉
じ
か
け
て
眠

ぞ
う
れ
百
蘭
を
L
で
い
る
・
?
a
b

見
つ
け
て
も
あ
ま
。
近
づ
か
e
u

ょ
う
J
P
し
よ
う
・
近
づ
き
す
ぎ
る

と

Z
2
1き
〈
開
け
て
，

a
慨
す
る
・

晶定
後
H
K

一
句
鰍
/
引

-a

伽
刷

.
困

凶

受喜恋空え

2
に長死
tね

i
E主

-アオパズヲ・
文ノ写真・， ..  

t回2与野島佐治療費支思)夜
た
だ
で
さ
え
寂
し
t
a
の
中

で
こ
の
烏
の
声
を
附
け
ば
い
っ
そ

4
2
Sら
ぜ
ら
れ
る

4

く
に
先
企
突
っ
た
作
者
に

M
ア
オ

バ
ズ
ク
の
貨
が
あ
た
か
も
於
ム
?

の
・
"
の
よ
う
に
聞
こ
え
た
の
で

f
L
E
t
E品

血
球
史
に
往
ん
だ
信
本
多
倍
チ
の
句

で
あ
る
@

-
叙
送
大
学
の
学
生
を
募
集

i
i
;
 

る
学
生

AT
H
n
に
入
テ
す

還
特

科
日
曜
修
生
)
を

対
.
'
e

附
畿
以
よ
の
人
，
入
晶
惨
予
"
試執

は傘あ@
h旬りま砂ぜ宅

lA《

-v'
将
目
?
据梧仰

炉
生
告
泊
学
健
語
済

1乍
n具供
符
平守

な
ど
約
刻
創伶

"E
-'''.. 帰悶
.略慣

7

月
"
『
日

ii8i月悶
『

M
'E商Rい
喜

:

空

;

?

タ

(

盟

a芝
6
9
5
)

-
こ
ど
も
寺
小
屋

奈
良
の
良
5
e
格
後
見
し
て
も
ら

お
う
と
伽
必
傾
向
胤
脅
年
会
織
所
が
聞
き

と

e

8
月
間
M
ω
牛
崎
閑

6
崎
町

;

と

と

ろ

ま

公

:

火
野

--
テ
ー
マ

「
白
黙
と
ふ
れ

合
主
主

O
F
E
-
-の

粛
数
筒
企
と
宝
議
院
鎗
術
l

'
定

員
禽
校
生
以
ド
初
人
(
小
学
生
以

下
は

f
z
zz

Eし
ま

往
復
は

fd
10

叶

L

E
E
R
-
-

mmま
で
に
向
袋
線
白
川
(
平
悶
霊
大

路
町
一
ム
一

包
ぬ

0
1
1
2
)

へ

多

い

号

泊

五

略

-
『ち
び
っ
こ
柑
」
ザ
マ
l

キ
ャ
ン
プ
村
民
置
努
集

f
a
i
i集

し
ま
す

と
骨
ヤ

8
H
2
日
側
、
白
日
川
の

3
泊

4
H

'
と

i
天

ま

野

外
橘
動
セ
ン
タ
ー
さ
ん
さ
し
の
旦

・・
定
員

小
乍
4
t
6
H
写
会
順
入

・
3
1
1
:み

は
が
き
i
住
所
氏
名
学
校
名

f
I目

B
i

t
-
f
i
 

lth-at会

(
亨
側
室
+人
格
町
三
六
l
ム

祭

良

育
写
会
調
個
所
内

包
俗
wo
-
-
2

F
A
X
9
b
5
l
9
)

ヘ
J
;

ン
ミ
リ

t
t
i
s
-

E
E上
の
リ
f
グ
ー
も
勢
集
し

て
い
ま
す
8

-
カ
ン
タ
ー
テ
ド
ミ
ノ

合
唱
団
コ
ン
サ
ト

ペ
ル

M
l
フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
処
方
の

φ
M平合
唱
団
の
コ

νサ
l
ト
で
す
・

と

?
i日
目

ω午
後

It

--
と
ζ
る

史
際
文
化
セ
ン
タ
ー

(
三
条
大
随

一
丁
目
)

・
内
野
叩

Z

7ト
1
2
2
?と

1
81i
R
君

也

市
開
際
ポ
ラ
J

テ
イ
ア
峰
会

-
情
少
年
赤
十
字

ザ
マ
l
ス
ク
ー
ル

忠

告

赤

十

E
T
E舎

が
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
金
体
殺
し
よ
ーヲ」

1
4
l開
;

す

~

と
a
e

8
n
9
日
制

H
H仰
の

一
泊
コ
百

ψ
と

i
よ

m青
少
年

野
外
活
動
セ
シ
タ
(
阪
原
町
v

'
定
員
イ
学
5
6
a
有
権
畑
人

・2
霊

法

手

耐

担

す

草

締

役

目

ほ

か

赤

十

F

ポ

3
7
1
2て
Z
S

Z
小

2
2
r
-z

符

4
千
蜘
内

Zし
ま

は

が
き
に

E
2
2
f

z
z
F
fて
i日

目
ま
で
に
M

門
会
の
山
本
藤
彦
さ
ん

(
字
削

H
須
川
町
一
同
二
悶
柑
細

小
学
校
内

包
め
0
2
0
2
)
ヘ。

多
も
渇
令
は
泊
a
e

-
ヱ
コ
ラ
リ
1
0ク
イ
ズ

鯵
加
者
轟
集

-
E会

級
事
環
境
仁
閑

i
;で

学
ん
で
も

ら
む
ミ
ヲ
品

iす
B

ま

み

ん

な

で
闘
将
し
り
ザ
イ
ク
ル
の
大
切
さ

を
事

L
i
l
-
-

と
を

7
月
初
日
出
年
前
凶
時
半

4
2
?で

受
付

;Lろ

i
i
z
 

舗
網

‘
約
(
入
院
斜
は
街
科
)

，
申
し
込
み

不
要
。
当
日
耳
念

場
、
.
官
賞
あ
り

-
司ぽA
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-ママさん特派員レポ ト

国
際
文
化
観
光
都
市 朗日町=-ru

河本淳子Sん

「
奈
良
」

で
学
ぷ

小
正
一
条
高
校
の
外
刷
語
学
問
刊
を
見
学
し
て

b

白
代
シ
ル
ク
ロ
l
t
F
の
終
翁
点
だ

z

f

A

m

t

z

i

 

uF・ん
1

・
行
勿
れ
て
い
a
R
と
ζ
ろ
で

守

4

1

1

益

事

骨

で

t

品

、

仏

t

z

s

っi

!
?
'
f
t
 

E
t
a
-
z
u
禄
い
2
e

・
け
・
す?

直
史
環
境
仁

2

・

2

u

昭
如
二
十
五

f

E

投

車
約
七
十
四
パ
l
t
A
E

&
得
て
『
同
居
支
仕
副
党
‘
前
』
e

宣
省
。
現
在
e
s
・
h
a
づ
〈
り
人
づ

〈
町

!
R
E
t
s

内

x
a
e
楓
め
干
一

-Eを
H
の

F
L
て
E
化
時
代
へ
調
d
r

ニ

IL--

同
-
全
化
観
念
・
a
m
t
g
，
a冒
し
た

の
i
に
ぞ
れ
に
ふ
E
し
い

人
づ
〈
り
e
L
H
お
う
k

剛
卯

-+

-
'
E
M
F
-
2

俊

民

E

i
i
l問

E

傘
"
仇
，
a
"
の
広
い
A
岡
宵
e
a
e

め

Z
L
て
白
人

E
U
j

i

-

-

h

m

 

人

里

吉

f

t

z

R

t

S

E

e

f

a

人

企

S

E

P

E

E

L

E

 

刻

M
m
w
-
z
e
一
年
期
に
一
隆
U
ヨ

t

i

a

岡

u

h

E

鵡

M
T
し
で
ノ
ル
ウ
$
1
2
7

グ
愈
生
在
二
三
l
ジ
l
，
M
U
F
人
の

r
t
i

7

S

S

E

 

f

t

-

ペ

イ

ン

ト

レ

ト

か
ら
ア
ナ
先
生
オ
g
ス
ト
'
リ

ア
キ
ヤ
シ
ペ
・
ヲ
か
ら
リ
&
7
・
y
t
ト

え

f

i

z

z

m

j

a

z

z

-

-

人

j

i

 

--金
-Zる
E
E事情

?
&
g
u
m
-
思
し
て
い
る
そ
一
今
で
す

i

f

こ
の

R
T
2

め
-
a
‘
俊
一
e
-
-
e
首
ね
a
L

た

-
m岨
h'崎
網
"
の
a
z
l
'
b

《
集
会
紙

-SE--の
健

-mq

タ
，
ス
附
ι
f
人
監
日
つ
の
グ
ル
ー
プ

に

分

け

て

E

t

i-
-
e

-
の
敏
穏
と
L
L
-
R
a
e
-
R
刷

L

H
e
人
と
u
n
附
人
の
完
全
u
v
-r
A

.
で
-
t
人
の
牛
鍋
買
に
付
し
M
7
l

i
j
i
 

が
進
ん
で
」
4・
ニ

z

t

u

E

やま
z

z

a

Z

E

も
取
り
入
れ
る

1

1

1

の
敏
章
で
も
ほ
と
ん
ど
日
本
E
M
M使

わ

れ

ず

S

E

t

t

L

て

い
ま
し
令

一
』
の
よ
う
じ
H
E
a
t

f
i
i
 

ぱ
編
入
金
の
み
ム
訴
さ
ん
M
V
T
一隼
般

に

2

1

品

に

は

H

g
A
が

?
?6f
i
s
 

t
-
-zどい
u

F
令

る
だ
ろ
う
』
息
ー
も
ま
し
た
百

位
陣
俊
英
"
肉
眼
タ
，
プ
の
附

-

e

5

2

Z

2

I

t

 

tたよ
8
1
腹
式

Zの

毎
戸
網
.
刊
か
ら
館
主
町
少
し
箆
き

重
し
と
・
A
と
い
う
の
は

以
何
学

生
時
代
の
脅
準
備
の
筆
生
録
冒
と
"

巴
だ
A
Y
た
の
で
〕

英
会
臓
の
健
音

且
宮

e
p
に
は
大
切
な
」
と
で
し
ょ
う
。

一一?ジ

1
1ド
t
Tれ

;
i
?と

ニ

E

の

E

R

r

-

「
t

z

t

i

i

H

 

て
の
智

5
2
t
g

L
FZ
鳳
也
"
が

Z

1

1

?と
T
fに
K
S

草

書

レ

て

い

る

の

E

J
l
t
 

タ
ヲ
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奈良市写真美術館展開あイ
.. 京宣A一入江豪音 『締札、.. 大相』

醐 "'6}IZ9R(-!:)-9月2Jlll!l/l 惨帽 入団削古来神州

ると信じられていた自然や山川3旗本l七をくぽ句 肉眼では見るニと

のできい 帥のζころの鵬I:.tic注いでき 奮した.今回はた

たなずく制の自然。四まれた大綱酔小 H 闘相肘紹介し

ます・ ，.<町

.断 ""一川よ組緩 『自.. 質量』

嗣 ...6胸囲む位、同 "醐 惨帽 柑叫育て〈注どほとA

ど人のRに触れることめいi自貨の生きる日中心に f'l4(H~で糊

してU ます.締酬と，いえるこれらの作品から 白鴛哨吋表情

惜み取り一。ふ れて 〈だ れ

・寝示室B-'，小川鋤・ 『冨闘の石仏』

樽姻 同"目倒-.月231100 ~ 肉脅 同 2園古美術写真の南区分け

である開豪州輔ば四年制聞大院に鱒酬を蜘し

ました.，岨年四肘亡く~l> : t で 同 村 ジアの揖納品を

録弘中?も.闘の石tLO-I:'盛せられ1Lfo.中園山西省大岡仁ふ

る露両の石仏a障は 飛島から実平時代の日本の仏像縫えに大きな..  

H えています.'同は酬ド僻された ro闘の石仏J，万蛸の

作品から豹3S.1lを厳遣し 展示します.

叩崎学刊明(川，.時特別

月間〔た乱開"田皿璽"目咽同" 田岡

大人一世E明ノサi 【 哨 1聞

'"机川|ロ

'AA制 '7(2)

奈良市写寛美術館

(〒""・R忠明 600-1~11
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親子で防災体験|夏休みアニメ映画会 [
れしい嶋崎口調刊防災崎学習をL抽

，探めてもらおうと開きます.

IとをI 8 !l 4日脚後1・H ・H
!とこるl 防災セン， -

随員l 小学生と9展望E者 剛 人

1 • .o41 集科

I肉曹， ..台風四・割前火"し』州制

険制削マンガ映画坤

，.し削 聞はがきに輔氏名(蜘位員}年

断定量.砂金.いて 7 il2J日までに防災

. 〆 タ←(司，~八条五丁目--， 含③

11(6)"-，多い崎合'"白書@

『トイスト リ」
fアリパパと40匹目盛時J

1田 …午前1嶋一午後零時時

2臨 …午後四、岬"分

lととろ1史臨文化センタ

，.し込み】 往復はが

，に午前午後の別

役所 氏名(返信用に

も} 竃儀信号..い

て7Ji l ~ 固までじ史跡

文化センタ (亨""
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ft@9021)へ.ほ
がき l校で 2人入栂

可.多い吻合はs・..

"1臨叫州

-叩由仁 川 判 明
~ ~ e"，'n"時的自制時よ0・幽‘ 笹川

ドパ¥Jj '2月'"河町

8月"ω

チケット鋳売中

• r!-'..山 ン

.， !と
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平成24'-町kh実飽した発泡開催では 古喝時代中期"
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「生涯学習のまちづく
~ やすらぎと生きがいのちる未来を築くために~

Iと 警 JI IJ附岬後1榊 -， 時ヰド

{ととろ】 中央公民鮪 k三条町n-4 曾ゆ 65 0 6) 

I :主 催 J，長良市鮫作委員会

【申叫】 パ利レディ対ッシヨントー帥!ilO)Ali7月l咽までにゆ畑町へ臨刊し山ください

ド司際化情純化 高俗化唯ム枇の著しい現代徒会性さでいく弘たちにとって生涯何叫聞はます

ます禽ま うでいます。

そすらぎと生きがいのある"たちの奈良市づ"のため 今剛地角度にね"した社会教街r摘を実桟しでおら

れるJi"f"!'-(に 制加Aなさん1:(.;1<加してもら"うと jj;j.ルディスカノンヨンを開Jきます
明日の奈良l付づ〈りのた的 ぜひ奮加して <f~各いI

>"川 嗣軸刷

仲川順子きん

.寝つ《 η永 Jトリー
>21 (子1>1>>.'!iol.¥人代，
思也利子さん

1It"'1iP ュニナ イ

町"週畠益.，話"事

問ヶ谷恰さん
11'+4.iI.験衛?会仇寄金.

聞 か包泊呂ん

叶舗凶~~，・
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|貴晶トレ ー回収日協力を 1IC

鮪凶刷 |凶

リサイクル実蹟置民団体等を?霊園してくだ古い

o r地蕊環規賞」房集
rごみ問IIJ{， ~場近な..として 多〈の人がごみ滅

• . 'J吟イクル棚に取り組んでいます.

育「では ごみの様量化と資源リ吟イタルの優遇臨に陶け

長写にbたってきまぎ まな取旬鑑み金行っている図体を2使
節します切

In ftlごみの滅."やリサイクルに対して積極的t沼

衡し慮果をあげている図体(市民間体事'住

所など)謝野白. 健."問いません.

1・め切り 18 JJ 9日 (必着)

l問い合わ包i
市環境構焚鶴合幽総務疎(n@3001).

〈昨隼..貧困惇〉

昨年は ごみ減配 リザイクルに対する取組内容の厳拠

物槍n科多も豪快などが評価きι次の図体が受賞しま

しλ。
..ハイタウシ自治

会縄問め櫓生

前?俊治すが共同作

業所市民生町共同組

合ならコープ..ぇ

所 コープおしくま

働グイエ 奈.府

同腐ゾキスコ鵬

良広奈良甫府

市で" 昨年効ら市役所 公民館(分館聡く) 腐保

館隣酬で帥スチロ←.食品トト，回収しでい付.

回収の際汚れ丈 ト レーや ト， -以外のものカ鳴~る と

"サイクルができな〈な旬ますので 次のだに虚をして〈

だきい

Iトレーの，しい幽し万1
-，ずjきれ」に水ちたいし 経かして〈だちい.

(ラ yプ ソ-，しなどははがして〈だきい)

白色と色 何時物に分けて回限界諮に入れて〈だきい@

回収できるト レー以外のものは入れ，いで〈だきも e

(袋などは待'"勺てください)

I園駅で壱るもの1
白および色 柄物広発泡スチロール食品ト，-

{パ冬〆と膏をたてて簡単に割れるのが符僚です}

【開眼でを怒川もの1
材質が湿ヨらの

( 蜘ト レー場パック四時閉め 同 一向

品の繍包材 保内面刷クーラーなど)

汚れの取れにくいもの

{納豆 ラーメJ しめじ移脅

，ど)
楽市内スーパーでも食阻 トレーを

制収しているとこちがあ旬ま

す厳密りの阪に問い合わせく
ださ、

くわし〈臥市環繍満喫筒企画総務限(曾② 30 0 1 )へ。
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七。八月 宵少年を非行から守る強関月 間

七月 「社会を明るくする運動」強調月間

家庭は子どもをしつける場

視としての人生観をもと i

自信，持って子ども乏 しつけま しょう

家庭は子どもを保護する場

育てよう
心とからだと思いやり

夏休みは 季節的伝解敏感から子どもたらの気がゆ

るみ おもしろそうなことに犠中してもる聞に非行

に乎を集めてしまうともった危険を以らんでむます。

子どもた九は視を心の支えにL<ながら、視の後ろ姿

を見てヲ"1うます園子どもたらを非行治ら守るために

家庭と地峻が 体に令って子どもたちの !"-iliを見守

りましaう.

家庭はやすらぎの場

ゆった句とユ-<アのある明るい雰圏気で

子ども叫を門しまし J1. 

むやみな子捗会きけ 子どもが箇みを醤せるような

翻刊 酬をつくりましょろ

青歩年を非行から守る市民の集い

とき

ところ

内 密

7舟 16日も妙午後1時から

史飾文化センタ (三条犬路 了自)

~楽演奏(畳費ケ丘北同何学綬)

意見発表(大安寺西'J呼絞露間中学絞)

歯止賓「今子どモバDまわりで伺"包とって1しじるかJ

揖踊奈良女子大学名.毅療の丹羽前爾さん

" I紬 L叫川

夜遊び喫煙食品の持、目白 L 家出外泊

.術移遺伝.ノJ 般物H吸引 その他お鍋みのニ k

;:/V忽ときに隠相自費 して く詑さい 。

市少年指導センタ E③1 2 8 2 
すこやかテレ7"ン 曾③ 10 0 2 
(月~盆曜日午後6時一9時土目線日午前'"嶋一午後4略}

ひまわりテレヲ才ン e③1 0 0 2 
"月中州~姐日正午-T後3時)

子どもと家庭テレフ才ン梱殿 堂?③ 41 5 2 
ヤンク 110番 野②o1 1 0 
微筒心理栂殿室 合② 4829



| 戸額療養費の支給について | 
ゆ献す

(市民製井

それらの舗を合第は

.金大医が定めるもの(血友病ゃ人工遺斬の必要な・性腎不傘)につ

は醐の慨に"r符割削養輔副問要です.

間剛棚2証明醐醐の領収尉縛って市役所保険震または各

..自己負担額の計算は 』ろ b ろな条fすがあ 町 ますので必たずぬ U!~ぃ.
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••• でいなて行かい

愛車 だったの に

遺靖 空き地4などで

位。たらかしにされている車をよ く見合けますa

通行のじゃまにな勺た句 子どもの危なν濫ぴ渇になったり

とても危険会存在ですe

まちの風設も汚らし く見せでしまいます.ま"

市ではこ うい 3た『絞置日動~J を無〈そうと、

『奈良市歓置白百防車の発生の防止.ぴ適正な処理に閲する条例jを

7月 l日から施行します.

~の持，主や敏竃した人など治句像表命令に違反すると、 2 0 万円以下の罰金となち ま す.

また土泡を"っている入管理している人心

自動車などを政盆きれないよう 土地H 正に管理しで〈た吾、、

ひっては

し思いでください。自動車の放置は、

編集 後 12

iizfpili!??!?i!?iii13iiifEiii?i???4Ftiiiiiit訴fffffffF
図みで量姻c外園E零"がで易た高般といわれるー粂高健h取併に針昼ました.岡俊でU集'のほかヲ"ス降 ドイツo.，ペ
ィdl.'"開Eも湿.狗且"っています.1 1:; ・a車一十人..える主主穫が・，していaす.ニのよ令な・沼署描H 将来は
闘際的な楢・ H て1IL.'ものです そして uっか ふる容と金.じ鵬ヲてぞのe・・e伝，て(1:'.~‘ '" 

奈良L'んだより広湾生艇を使用しています
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